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ソースカツ丼のお話です。 

ソースカツ丼は、福井県のソウル

フードとして地元に愛されている郷土料理

の一つです。 

ソースカツ丼は、ドイツ・ベルリンの日本

人倶楽部で、６年間料理研究をした高畠 増

太郎（たかばたけ ますたろう）が考えた料

理です。ドイツ仕込みのウスターソースを日

本人向けに創案し、１９１２（大正２）年に

東京で開かれた料理発表会にて、日本で初め

て披露したと言われています。その後、高畠 

増太郎（たかばたけ ますたろう）が１９２

４（大正１３）年に地元・福井県で「ヨーロ

ッパ軒」を開業し、ソースカツ丼の文化を広

め、郷土料理として定着しました。 


